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灰、そして「黒」へと展開する世界は、繊細かつ大胆な表現とも言え、充分に価値の高いものである。    
 今後は現実からだけではなく、無から有を生み出すような精神性がさらに増すことを望みたい。さら
に、申請者の感覚が研ぎ澄まされ生じる叙情感・幽玄さが、今以上に作品に表れることを期待したい。 
 以上の理由により、申請者の将来の希望を込め、2010年１月14日、主査、副査である日本画研究室教
員の４名、及び論文担当第一副査、田口榮一教授と共に審査委員会を行い博士学位授与に値すると判断
し合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 松下君は、修了課程の頃から黒を基調に風景の制作に取り組んできた。修士の頃の作品は、自然な空
気の中に黒が溶け込み、彼独自の泥臭い匂いによって平凡な風景を非凡な雰囲気の絵画へと導きだして
いた。博士課程に入ってからは、黒の魅力に引き込まれ、黒という素材についての研究的制作を重ねて
きた。彼は自分の絵について「茶の湯の世界のごとく水墨画の雰囲気を少し分かりやすく見やすく光を
当てた絵である。」と言っている。黒に精神性を感じ、白との対比で絵造りをしている。絵画における表
現の基本は、黒と白、明暗で成り立っている。この代表が水墨画である。白黒が根本である証明は、色
鮮やかだった古画が時代を経て劣化し、モノトーンに近づいてきてもその良さを失わず、より深みを加
え残ってきている事からもわかる。内容が良ければ、その絵画は時代を経ても色あせることは無いので
ある。しかし、色味は絵画にとって潤いや華やかさを与え、モノトーンだけでは表現しきれない新たな
可能性を秘めている事も事実であろう。彼の黒という色についての論文には、独自の新たなる発見は見
当たらない。が、黒に対する深い研究は、異なった素材の黒による実験的制作を行うことにより院展に
入選する等、一つの結果を出している。しかし、黒というテーマを掲げ研究して行くあまり、平凡な風
景を非凡に表現した、以前の「黒を見せる」又は「黒で見せる」絵画というより、平凡な風景を黒く描
いた作品に見える。博士課程に入り、技術の向上と見せ方の巧さが以前の泥臭さを消し洗練された画面
へと変わってきた。これは、絵を勉強していない人にとっては居心地の良い画面となっているに違いな
いが、絵画としてはある意味平凡になったように見える。ただこの先、洗練された画面と彼の心の内か
ら発する黒が融合した時、非凡で誰もが認める作品になるのではないだろうか。そして、最近の作品「渚
煙」では、その予感を感じさせる作品となっている。 
 黒を追求してきた彼の熱意と実績に対し、そして将来への希望を込めて全員一致で博士号に値すると
考え合格とした。 
 
